Sex and Age Differences in Creating Motifs : The Case of Dancing by 小倉, 美津子
モ テ ィ ー フ づ く りの 性 差 と年 齢 差 に
つ い て の 研 究(表 現 ・ダソスの分野から)
小 倉 美 津 子
1.は じ.め に




れてきたが,最 近になって男女共修の分野 として取 り扱 うようにとの意見が強
くなってきている。具体的には,昭 和61年10月 に教育課程審議会 が ま とめた
「教育課程の基準に関する基本方向について」の中間まとめの中で,格 技(柔
道 ・剣道)と ともにダンスについても男女の区分な く,共 修できる道を開 くよ
う求めていることがあげられる。このことは,江 刺氏他の多くの研究が明らか
)'YY`・している ように,創 造性の開発や 自己表現力の陶冶に大きな成果が期待でき
る分野であるとされていることに起因しているのであろう。





り,新 しい踊 りをつ くることは論外であるとされ,た だ上手に踊ることだけが
求められた と言っても過言ではなかった。しかし,従 前から技術性が中心では
あるが,そ の中にも創造性を求めてきた経過がある。それを個性 とみた り,流
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とみた り,巧 拙とみた りしてきたのである。それは,一 定の形式がつ くりあげ
られている舞踊や ダンスの範囲内で,一 部の創造的な動きや,表 現にとどまっ
ていたが故の判断であったからだともい}る 。 このことは,日 本舞踊や西洋の
宮廷舞踊,フ ォーク ・ダンスや郷土舞踊な どにも,踊 り手によってそれぞれの
創造性が生かされていたことで証明できる。この端的な例を有名な徳島県の阿
波おどりにみることができる。しかし,こ れらにみられる創造性は,未 だ個の
発想や感性の表現,ひ いては人間性そのものの表現には至 っていな い。 それ
は,先 にも述べたように,一 定の形式(表 現意図や伴奏音楽など)の 中での創
造的表現であ り,踊 りそのものを創作するまでには至っていないことをものが
たっている。
一方 ,舞 踊 とダンスの概念は,運 動的,感 情的,感 官的な どの視点 か らみ
て,必 らずしも一致するものではなく,ま た全 く異質のものでもないともいx




このことを大切にし,こ の創造的運動を体育の一分野として昇華 させた の
が,学 校体育の一領域として位置づけた ダンスである。このように,学 校体育
に位置づけたダンスを,小 学校学習指導要領でみると,遊 戯(形 式はダンス)
(昭22),リ ズム運動(昭33),ダ ンス(昭43),模 倣の運動 ・表現運動(昭53)
と変遷してきている。
これらのことから,学 校体育でいうダンスは 「感性,感 情を身体活動によっ
て表現するとともに,体 感的快感を得る。」領域 と定義することができる。
そこで今回は,こ のダンスを本学の教育学科の学生がどのように見 ている
か,ま た考えているかを調査,分 析するとともに,こ れ らの学生の見方 ・考え




モテ ィーフづ くりの性差 と年 令差 についての研究
2.対 象と調査結果
(1)調 査対象
調査対象は,模 倣運動 として学習 し てい る小学校2年 生(男 女各100名),
表現運動 として学習している小学校5年 生(男 女各100名)ダ ンス として学習
している中学校2年 生(女100名),学 習していない中学校2年 生(男100名),
ダンスとして学習している高校2年 生(女100名),学 習していない高校2年 生
(男100名),及 び表現として学習 している大学生(男75名 と女80名)を 対象 と
した。調査の方法は,質 問紙法とし,昭 和62年4月 ～9月 にかけて,そ れぞれ




に答えている。なお,好 き嫌いの理由を聞いた設問のうち好 きな理由につ い
て,男 子の大部分が無解答であった。しかし,一 部の生徒 ・学生には,表 現や
表情を豊かにしたい,立 居ふるまいをかっこよくしたいなど,ダ ンス領域の学
習を通して修得したい要素についての希望をあげているものはあった。女子に
ついては,ど の対象学年もダンスを好きな領域の上位にあげてお り,そ の好き
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2.そ んな気持 ちになれ る
3.頑 張 ってやれ る
1.み んなが一緒 になれ る
2.み んな と考xる のが楽 しい
3.他 の領域 よりは楽 しい
1.モ テ ィー フづ く りが 楽 し い
2.み ん な が一 緒 に や れ る
3.女 性 ら し くてい い
1.モ テ ィーフ ・フレーズづ くりが楽 しい
2.練 習課程で真剣になれ る
3.表 現が豊かになる と思 う
1.創 造 する過程が よい
2.感 性 の違いが よくわか る
3.運 動量が適当である
表(3)嫌 い な 理 由












1.は ず か しい
2.お も しろ くな い
3.む つ か しい
1.は ずかしい
2.何 を した らよいかわ か らない
3.入 に見 られ るのがいや
1.何 をするのかわか らない
2.は ずかしい
3.女 の種 目だ と思 う
1.は ずかしい
2.女 の種 目だ
3.何 の効果 もない と思 う
1.納 得できる基準がない
2.指 導者で変わ るもの と思 う
3.て れ くさい
1.は ず か しい
2.む つ か しい
3.み んな まね に な る
1.よ いのか悪いのかわか らない
2.動 き(表現)がわ か らない
3.一 部の人 の意見通 りに なる
1.モ テ ィーフが表現 と結びつかない
2.一 部の人 の意見通 りにな る
3.意 味がわか らない
1.評 価基準がわか らない
2.モ テ ィーフ ・フレーズともに納得
できるものがない
3.運 動量が少な くなる
1.納 得で きる基準が ない
2.運 動能力の差が気になる

























模 倣 身 近 な 現 象
動 物1植 物1ス ポーッ1自 然現象
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日 ま わ り
タ ソ ポ ポ
チ ュー リ ッフ
月 下 美 人
タ ン ポ ポ
チ ュ ー リ ップ
日 ま わ り
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ハ ー ド ル
体 操
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か な し さ
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か な し さ
く や し さ
よ ろ こ び
..
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か な し さ
ダ ソ ス
そ よ 風
く や し さ
テ ニ ス
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そ よ 風
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①模倣 としての題材選び(動 物 ・
植物)
②身近かな現象の中から題材とし
たい事象(ス ポー ツ ・自然 現
象 ・感情)




3点 目は,自 分 自身が創作することを念頭において,そ の場合の題材をどの
分野にするかについての設問をした。その結果は,表5に 示す通 りである。な
















。エ メラル ドの海 に泳 ぐ熱帯魚
。波打ちぎわの様子
・水平線
。青 い海 と帆走 す る ヨ ッ ト
。キ ラキ ラ と輝 く波 間 を ぬ って走
る モ ー ター ボ ー ト




表(7)大 学生の 「ダソス指導」に係 る意識















。展開の仕方に よっては楽 し く,運 動量 も多い
。自分 自身 のために も取 り組みたい
。小学生 には最高の教材だ と思 う



























体育学習の全領域の中で,ダ ンス(表 現等)に 対する好嫌度をみると,男 子
では小学校低学年(2年)以 外ではすべて一番嫌いな領域 だ としてい る。一
方,女 子では小学校低学年 と高校生を除いては一番好きな領域 とし,小 学校低
学年や高校生でも好きな領域の2番 目にあげ,全 体としても女子は好きな領域
だといえる。その理由も,男 子の場合は何を 目指して学習するのかが不明確で











次に,創 作ダンスに不可欠の題材の選び方については,年 齢 ・性別に一見し
て変化がないように見える。しかし詳細を点検すると,小2・ 小5に おいては
身のまわ りのことや近kに 目についた り体験したことが中心であ り,中 ・高 ・
大と進むに従って,表 現のし易さや一つの事象でも誰 もが気づ く変化を備}も
っているものをあげている。これは一般には経年化に伴な う思考性の発達とも
言えるが,こ の思考性の発達を身体表現に結びつけることがダンスの目指すと
ころであり,ダ ンス指導の原点 ともい}大 切にしたいものである。
次に,自 由に題材を選ばせた場合の特徴をみると,小2は 模倣題材が中心で
あり,小5に なると感情に関する題材が選ばれはじめ,そ の傾向は中 ・高 ・大
と多 くなってい く。このことは表現しようとする内容に多様性と深淵さを生み
だすものといxる 。
そこで,先 の多様性と深淵 さに変化があるかどうかを,仮 題 「海」で検証す






ない大学生(教 員志望者)が 表現(ダ ンス)領 域の指導を担当することについ
ての希望度合いでは大 きな違いをみせる。 「指導したい」 と積極的な姿勢では
男女比が1:2.5と 女性が非常に高い。 が,逆 に 「指導した くない」 と消極的








習をしたかどうかは,創 作ダンスの原点ともい}xる頭に描 くモティーフづ くり
には余 り影響が無いと言}る 。
しかし,舞 踊やダンスが,そ の創作性 とパフォーミング ・アー ト性を備}も
っていることを考えるとき,た だ単純にモティーフづくりができれば創作 ダン
スが好きにな り,い い作品が生れ,ひ いては指導力や指導意欲をもたせること
にはならない とも言える。





今回の調査分析か らみて,豊 かな身体表現,美 しい身体表現を求めて学習指
導するダンス(表 現)領 域の展開は,男 女の共修,小 ・中 ・高校での経年学
習,そ して身体表現のモティーフづ くりを中心にした学習指導の大切さの一端
を明らかにできた。
今後は,身 体表現のモティーフづ くりの修得過程を明らかにし,先 述の結論
の立証を進めたい。
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